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「
人
と
人
と
の
和
、
 

ふ
れ
あ
い
を
大
切
 

手
話
の
会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
 

和
 

田
 

イ 緊急ク島原救援カンパ 
雲仙普賢岳の火砕流により被害をうけ、今もその恐怖の中で頑張っている 

島厚吏界こ被(<C者の皆さんへの救援力ンパを全町をあけてとりくんでし二まテ。 
6 月21日、町議会で救援力ンパ決議もあり、上金田行政区、金田町陶英教 

室は先日、力ンパを送りました。また役場でも町長以下全職員が力ンパをし 
ー＋ー I ‘・‘一 
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埋まる！?日本列島が危険な

地 球 を 救 う ⑩ ／ りさデ孝」llii)i) k/（ょ
I 

、
ノ
 >

 
>
 
>
 

ているらしい。それをもたらすものは、湾岸戦争でも石油危機でもなく 
にゴミを捨てている。わたし達が見る20世紀末の光景は、都市も自然も 

史上空前といわれる経済発展を遂げた日本に、刻々と破滅の時が迫っ 
ゴミだ0 わたし達はあまりに無計画にゴミを作り出し、あまりに無秩序 
汚物まみれになり、機能をマヒさせていく姿かもしれない。 

六
月
号
で
リ
サ
イ
ク
ル
効
果
 

役
割
の
高
い
も
の
と
し
て
 
「ア 

ル
ミ
缶
」
を
特
集
し
ま
し
た
が
 

今
号
で
は
ア
ル
、
、
、
缶
と
並
ん
で
 

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
の
高
い
も
の
 

と
し
て
「
紙
（
古
紙
）
」
を
取
り
 

上
げ
て
み
ま
し
た
。
 

「
古
紙
ー
ト
ン
は
、
直
径
 14 

m
、
高
さ
8
m

の
立
木
 20 

本
分
 

に
相
当
す
る
」
と
い
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
 

森
林
資
源
の
有
効
利
用
と
製
紙
 

原
料
の
確
保
と
い
っ
た
面
か
ら
 

い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
 

最
近
で
は
ゴ
ミ
処
理
問
題
や
、
 

省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
か
ら
も
、
 

リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
が
叫
ば
 

れ
て
い
ま
す
。
 

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
 

ゴ
ミ
軽
減
に
も
一
役
買
う
 

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
紙
の
リ
サ
 

イ
ク
ル
が
、
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
 

と
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

答
え
は
簡
単
で
す
。
ゴ
ミ
の
中
 

に
占
め
る
紙
の
割
合
が
高
い
か
 

ら
で
す
。
紙
を
ゴ
ミ
と
し
て
で
 

は
な
く
、
資
源
と
し
て
回
収
で
 

き
れ
ば
、
そ
の
分
ゴ
ミ
を
減
ら
 

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
 

で
す
。
そ
の
う
え
、
ゴ
ミ
の
軽
 

減
は
ゴ
ミ
処
理
経
費
の
節
約
に
 

も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

ま
た
、
紙
を
つ
く
る
と
き
に
 

⑥古紙回収率の推移 

使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
 

つ
ま
り
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
省
 

エ
ネ
効
果
に
つ
い
て
み
て
み
ま
 

し
ょ
ー
つ
。
 

紙
の
原
料
と
な
る
、
 
。ハ
 

ル
プ
 

を
つ
く
る
に
は
、
木
の
チ
ッ
プ
 

や
古
紙
に
水
や
薬
品
を
加
え
、
 

加
熱
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

7響郵 
古
紙
再
生
工
程
 

l l 

ン
 

ル
ブ
工
程
 

ト孔・,ト準ーI仁 

木
の
チ
ッ
プ
か
ら
で
き
る
。
ハ
 
ル
 

プ
を
バ
ー
ジ
ン
・
。
ハ
 
ル
プ
、
古
 

紙
か
ら
つ
く
る
パ
ル
プ
を
古
紙
 

ノぐ ノぐ 

ル
プ
と
い
い
ま
す
が
、
古
紙
 

ル

プ

は

バ

 ー
さ
ン
ン
・
。
ハ
 
ル

プ

 

の
約
 40 

％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
 

産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
言
 

い
換
え
れ
ば
、
箱
も
の
の
 

ッ
 
シ
 
ュ 
ぺ
 
ー
 
パ
 
1

4

0

0

 

に
相
当
す
る
。
ハ
 
ル
プ
約
一
 

テ
ィ
 

0
個
 

ト
ン
 

を
生
産
す
る
の
に
、
原
油
に
し
 

て
ト
ラ
ム
缶
一
本
分
（
約
m

ぞ
）
 

の
燃
料
節
約
に
な
る
の
で
す
。
 

こ
こ
数
年
、
伸
び
悩
む
 

古
紙
の
回
収
率
・
利
用
率
 

こ
こ
で
、
日
本
で
は
ど
の
く
 

ら
い
の
紙
が
再
生
利
用
さ
れ
て
 

い
る
の
か
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

の
現
状
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

紙
は
、
社
会
や
経
済
の
発
展
 

生
活
文
化
の
向
上
に
伴
い
、
用
 

途
が
多
様
化
し
、
紙
全
体
の
消
 

費
量
も
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
 

す
。
特
に
、
情
報
紙
と
呼
ば
れ
 

る
コ
ピ
ー
用
紙
や
コ
 
ン
ピ
 
ュ 
ー
 

タ
ー
用
紙
、
 
フ
ァ
 
ッ
ク
ス
の
感
 

熱
記
録
紙
な
ど
の
需
要
の
伸
 

び
が
、
 

こ
こ
数
年
、
著
し
い
 

の
が
特
徴
で
す
。
 

そ
こ
で
日
本
で
は
 

紙
の
原
料
に
、
古
紙
 

を
約
 50 

％
利
用
し
て
 

資
源
の
有
効
活
用
に
 

貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
紙
の
消
費
 

大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
 

カ
の
約
2

倍
、
世
界
で
 

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
 
ル
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
年
々
上
 

昇
を
み
せ
て
い
た
古
紙
 

の
回
収
率
、
利
用
率
と
 

も
に
、
 

こ
こ
数
年
、
横
 

ば
い
傾
向
が
続
い
て
い
 

る
の
が
現
状
で
す
。
 

新
聞
や
雑
誌
だ
け
が
 

回
収
の
対
象
で
は
な
い
 

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
 

役
割
は
、
い
ま
や
は
か
 

り
し
れ
な
い
も
の
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
 

古
紙
を
ゴ
ミ
に
せ
ず
、
 

大
切
な
資
源
と
し
て
リ
 

サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、
 

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
 
●紙生産上位10カ国の古紙回収率抹リ用率（1989年） 

環
境
を
中
る
の
は
、
台
所
か
ら
始
ま
り
ま
す
〇
 

資料:氏・パルフ統計年報 
50~L 

45-

（
横
ば
い
傾
向
、
続
く
）
 40ー 

靴
や
ワ
イ
シ
ャ
ッ
、
洗
剤
な
 

ど
の
箱
、
 
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
 

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
し
ま
っ
て
 

は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
う
し
た
も
 

の
も
り
っ
ぱ
な
資
源
に
な
り
ま
 

す 
。
 

分

別

回

収

 

そ
の
際
、
新
聞
は
新
聞
、
雑
 

誌
は
雑
誌
と
い
う
よ
う
に
、
古
 

紙
を
分
別
し
て
か
ら
回
収
に
出
 

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
 

は
紙
の
性
質
上
、
新
聞
は
新
聞
 

に
、
雑
誌
は
雑
誌
に
生
ま
れ
変
 

わ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
 

き
ん
 
き
 
ひ
ん
 

ま
た
、
禁
忌
品
（
ポ
リ
袋
、
 

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
銀
紙
、
 
ビ
 

ニ 
ー
ル
、
 
ガ
ム
テ
ー
ム
、
 
カ
ー
 

ボ
ン
紙
、
樹
脂
加
工
紙
、
油
紙
、
 

ろ
う
紙
、
 
ァ
ル
ミ
箔
、
ポ
リ
加
 

工
紙
、
不
織
布
、
 
セ
ロ
 
ハ 
ン、 

35-

⑨世界主要国の国民1人当たり紙消費量（1 989年） 

90 医
 

80
 

医
 

巨
 

巨
 

60
 

（単位：kgノ年） ー
 
303.9 

229. I 

ア メ リ 力 ① 

スウェーデン② 

合
成
紙
、
感
熱
紙
 

(
F
A
X

用
紙
）
、
感
 

熱
発
泡
紙
な
ど
）
と
 

呼
ば
れ
る
布
、
 
ビ
ニ
 

ー
ル
、
 
ゴ
ム
類
、
木
 

片
な
ど
を
古
紙
と
一
 

緒
に
し
な
い
こ
と
も
 

大
切
で
す
。
わ
た
し
 

た
ち
の
ち
ょ
 
っ
と
の
 

手
間
が
、
再
生
さ
れ
 

る
紙
の
品
質
を
守
る
 

（
紙
の
消
費
大
国
 

ア
メ
リ
力
）
 

222.7 

222.61 

日 本③ 

力 ナ ダ④ 

ス イ ス⑤ 

フィンランド⑥ 

西 ド イ ツ⑦ 

デンマーク ⑧ 

オ ラ ン ダ⑨ 

ベ ル ギ ー⑩ 

ナ
 

215.3 

209.7 ロ
 204.7 

203.5 

⑥古紙はこのように分類 

こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
て
み
 

ま
し
ょ
う
。
 

古
紙
の
回
収
を
も
っ
と
進
め
 

て
い
く
に
は
と
う
す
れ
は
よ
い
 

か
 

。 

そ
れ
に
は
日
こ
ろ
か
ら
、
新
聞
 

や
雑
誌
だ
け
が
、
古
紙
資
源
で
 

な
い
と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
 

お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
 

（
日
本
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
）
 

古紙回収率（%) 国 名 古紙利 用 率（%) 

辰
 

ア メ リ 力 

日 本 

力 ナ ダ 

中 国 

西 ド イ ッ 

ソ 連 

フインランド 

スウエ一デン 

フ ラ ン ス 

イ タ リ ア 

27 

50 48 

28 

27 25 

45 43 

26 29 

24 5 

I I 46 

46 

48 

34 

26 

種 類 例 示 分 類 方 法 

新 聞 新 聞 紙 ヒモで十字にしばる。 

雑 週刊誌、月刊誌、単行本 ヒモで十字にしばる。 

段 ボ ー)レ ミ力ン箱、家電用の箱 平たく伸ばして、まとめてしばる。 

ボ―ル（紙箱） 靴、ワイシャッ、洗剤の箱 平たく伸ばして、まとめてしばる。 

と
と
も
に
、
古
紙
の
原
料
と
し
 

て
の
価
値
を
高
め
る
の
で
す
。
 

集

団

回

収

 

と
こ
ろ
で
、
「
回
収
に
出
そ
う
 

と
し
て
も
、
回
収
業
者
が
い
つ
 

来
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
そ
れ
 

ま
で
家
の
中
に
置
い
て
お
く
場
【
 

所
も
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
ー
 

聞
き
ま
す
。
そ
こ
で
お
勧
め
し
 

た
い
の
が
地
域
で
の
集
団
回
収
 

で
す
。
同
じ
地
域
に
住
む
人
達
 

が、 

一
定
の
時
間
と
場
所
を
決
 

め
、
回
収
業
者
に
引
き
渡
す
と
 

い
う
も
の
で
、
こ
れ
な
ら
古
紙
 

な
ど
が
確
実
に
回
収
さ
れ
ま
す
 

し
、
家
庭
で
の
整
理
も
し
や
す
 

く
な
り
ま
す
。
 

左
の
写
真
は
、
6

月
2

日
に
 

上
金
田
子
供
会
が
「
リ
サ
イ
ク
 

ル
大
作
戦
」
と
し
て
廃
品
回
収
 

を
し
た
と
き
の
古
紙
の
山
で
す
。
 

こ
の
子
供
会
は
、
十
数
年
前
 

よ
り
、
年
に
三
回
ぐ
ら
い
行
っ
 

て
い
る
そ
う
で
す
。
行
政
区
の
 

協
力
に
よ
り
、
回
覧
板
・
放
送
 

な
ど
で
周
知
徹
底
し
、
収
益
金
 

は
、
子
供
会
の
活
動
費
に
充
て
 

て
い
ま
す
。
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されました。午前中に雨が降り出し、 

悪いコンディションの中、各地区公民 

館対抗をはじめ、各種の競技が、雨に 

もめげずくり広げられました。 

（残念ながら、昼食前に雨のため中止） 

A ~ 

弟 回 （フオト●ショット） 

＼ 町民体育祭
5 月19日回、曇天というあいにくの 

空模様のなか、金田小学校にて、開催 

夏だ／プ ルだ／ 

温水プ ノレ 
今月21日より、子供達待望の 

夏休みが始まります。 

家の中で、クーラーに冷やさ 

れるばかりでなく、日本全国数 

少い、町立の 

温水プールでひと泳ぎ 

してみませんか。 

指導員一同、待っています。 

) 

) 

町内の各家庭から出される生ゴミの減量化そして堆肥としての 
資源化をすすめ、生活環境の改善と公衆衛生の向上を考え、生ゴミ 

処理容器を設置しようとする人に対して、補助金を交付する制度が 
今年度よりスタートしました。 

対象者は、町内に居住（事業所は除く）している方に、処理容器 

あっせん価格の半額（最高3 千円を限度）を交付します。 

は堆肥として活用されています〇 

生ゴミ処理容器の設置を〇 0 
使用方法 

れ
 

六」 

処
理
容
器
に
は
、
左
の
表
の
 

と
お
り
各
種
あ
り
ま
す
。
 

補
助
金
申
請
・
問
合
せ
は
 

福
祉
課
環
境
衛
生
係
 

内
線
 19 

ま
で
 

名 称 サイズ 容積 あっせん（dII格 補助金 自己負担 

地
球
に
や
さ
し
い
 

生

活

術

を

 

コンポスタ-130 型 

一般家庭川（4 -8 人） 

600 (/)X660 11 dm 

(1304 ) 

5,150 円 

(8,240 円） 

2, 500円 2,650 1lJ 

コンポスタ--190 型 720 ゆ X110 Ilmni rn 

( 190I ) 

6,180 F'] 

(9, 785 円） 

3, 000円 3, 180 円 

コンポスタ-230 型 

庭ゴミの多い家庭川 

800 5x680 Ilmirn 

(2304 ) 

7,210 円 

(11,330円） 

nJ 」
 

0
 

0
 

0
 

,
 

h
'
v
 

4,210 円 

良質な堆肥の造り方 

夏
の
防
犯
運
動
に
 

ご
協
力
を
 

夏
で
す
ク
 

海
に
、
山
に
野
外
で
の
レ
ジ
 

ャ
ー
が
楽
し
い
季
節
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

こ
の
時
期
、
何
か
と
外
出
の
 

芝の刈り屑、落葉、蛍是小枝、雑草等が多量に発生して堆肥を造りたい 

場合は次の様にして下さい。 

イラストの日目を繰返して、コンポスターがー杯になるまで続けて下さい。芝屑、落 

葉、勇定小枝などの層は、およそ20cmとし、生ゴミの層は10cm位、さらに土を2-

3cmかぶせ、これを繰返します。一杯になりましたら2-3ケ月そのまま放置して下 

さい。もし、台所の生ゴミを使わない場合は、回作業は注水と石灰窒素（2にぎり） 

に代わります。コンポスターを2個設置して 曹 ！ Jー一ど 

交互に御使用になると大変便利です。堆肥が 

出来上ったらコンポスター本体を上に引き抜 

いて下さい。堆肥の山が残ります。 

A ×lOa2t.,, 
、・、／主を2~3,（刀 

'\J ／ 厚さにかふせ 

て下さい． 

2 -3 a吐 
lOami生ゴミ層 

20an枯葉層‘ .‘轟 
一こ’ 

●芝の刈り肩 

●落葉 

●勇定小枝 

機
会
が
多
く
な
り
留
守
の
家
を
 

狙
う
空
き
巣
や
行
楽
地
で
の
車
 

上
狙
い
な
ど
、
盗
難
被
害
が
多
 

発
す
る
季
節
で
す
。
 

ま
た
、
夏
休
み
に
入
り
少
年
 

の
シ
ン
ナ
ー
乱
用
、
暴
走
行
為
 

な
ど
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
ま
す
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
も
 

7
月
 22 

日
月
か
ら
 31 

日
水
ま
で
 

20am 枯葉層 

の
 10 

日
間
を
 

「
夏
の
防
犯
運
動
」
 
期
 

間
と
し
て
 

o 

盗
犯
の
防
止
 

o 

少
年
非
行
の
防
止
 

を
重
点
に
、
住
民
こ
ぞ
 

っ
て
防
犯
運
動
を
進
め
 

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

皆
さ
ん
の
家
庭
や
地
 

域
、
職
場
が
一
体
と
な
 

っ
て
、
安
全
で
住
み
よ
 

い
金
田
町
づ
く
り
に
ご
 

協
力
を
H
【 

一

 

r
地
域
社
会
活
動
の
 

体
験
談
募
集
 

財
団
法
人
地
方
公
務
員
等
ー
フ
 

イ
フ
プ
ラ
ン
協
会
で
は
、
地
方
 

。 

公
務
員
ま
た
は
地
方
公
務
員
を
 

退
職
さ
れ
た
方
々
の
地
域
社
会
 

活
動
に
つ
い
て
の
体
験
談
を
募
 

集
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
協
会
で
は
、
地
域
の
発
 

展
と
地
方
公
務
員
等
が
充
実
し
 

た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
策
 

と
し
て
、
地
域
社
会
活
動
の
促
 

進
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

参
加
動
機
、
活
動
内
容
、
苦
 

労
話
な
ど
を
体
験
談
に
ま
と
め
 

応
募
し
て
下
さ
い
。
 

応
募
者
に
は
粗
品
を
送
り
ま
 

す。 
●
募
集
期
間
 

6
月
1

日
、
8

月
 31 

日
 

若
い
芽
育
て
よ
う
 

強
い
体
と
 

豊
か
な
心
 

・
字
 

数
 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
 

5
枚
以
内
 

（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
 

番
号
を
明
記
す
る
こ
と
）
 

尋
 

日当りのよい土 

の上をよ＜耕し 

て地中5cmぐら 

い埋めて設置し 

て下さい。 

、

，

 

台所の生ゴミ、 

有機質のゴミな 

らなんでもコン 

ボス夕一へ投入 

できます。＜さ 

らない金属・ガ 

ラス・プラスチ 

ック等は投入し 

ないで下さい。 

魚
 

台所の生ゴミは 

ほとんどが水分 

です。水分は地 

中に吸収されま 

すが多すぎる場 

合には枯葉、わ 

~ら、ダンボ―ル 

I 片、等を投入し 

I て下さい。 

  一 

毎
か
 

0
 

ぐ

な

を

さ

い

を

 

m
に

土

厚

さ

酵

す

 

20 

さ

ら

の

下

発

ま

 

が

厚

た

帥

て

の

せ

 

ミ

の

し

3

け
ミ
さ
 

ゴ

い

ま

、

か

ゴ

進

 

生

ら

り

2

に
生
促
 

、嘉 
戸

欝

 

o
 

」 

テ

よ

ミ

し

れ

 

ク

に

ゴ

解

さ

o

 

バ

き

の

分

化

す

 

の

働

質

、

肥

ま

 

中

の

機

酵

堆

き

 

の

ャ

有

発

次

ゆ

 

土

リ

り

は

逐

て

 

O 

‘， 

. o
あ
 
て
 
先
 

〒

一

 

〇

一

 

一 

東
京
都
千
代
田
区
隼
町
 

2
1
 13 

U
s

半
蔵
門
ビ
ル
3
F
 

財
地
方
公
務
員
等
ラ
イ
フ
 

プ
ラ
ン
協
会
 

体
験
談
係
 

O
」
一
（
」
』
一
穴
）
七
五
二
一
 

ー 
ト
 

」
r
 

I 
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日 

3 

4 

ふ み づ き 

曜ョ1991El 年（晋成準） z長懲行早） 

月

てお使い下さい） 
育 考 

（見やすいところに貼 案 内 版 
間 合 先 ー一こ二著乏J蕉正ーて了くz＞手シ気三 

輸朋難蝋凱脳，青舛を
新糾まもる鋼糠脳，剛ト海
緩護脳，「難郡う鮫覇胤
胎調訳妬幾，鶏餓済取
綱脳，「勤嫌聡A 勘」月
間，全酸鎚筒，酸鍵加，オカ
験護繊縫脳，事新讃議

‘・＝き 山開き w 

霞 L 

発〈 
開
ハ
 

画
田
 

企
余
 

13メまちづくり懇談会 
学校保健委員会 

アメリカ 
~ 

学
育
学
 

”
教
小
 

田
会
田
 

1
社
金
 

.. 
. 

, 

・
課
校
 

,

、

【

「

、

 

、
課
・
課
課
課
 

学
育
発
育
発
 

小
教
開
教
開
 

田
会
画
会
画
 

' 

『 

社
企
社
企
 ほおずき 

国鍵麹胃
校
係
課
課
課
、
 

轟
働
発
育
維
 

燕労開教」」了
 

田蟹画
 
ム
お
 

・桑
 

唾
J
 

金
住
産
企
社
甘
 

“ ，響「 

I三 」L雪 ’ 

期末考査（~6 日） 一 
老人大学教養講座（髄髄め胤）講義
地区懇談会（'-'5日） 

、 

講遮窒(r豊かな心、ト管一＃十
り艦稼公 ～ 

義
 

講
 

、

j
ノ
 

‘

ー

一

 

鶴
相
川
H
 

山
ハ
 

」」刺ロ 

か
。
H
 

ノ
七
七
 

r
ー
 

会致一 

挑
吠
加
輿
 

懇
座
 

り
講
診
 

発
く
会
く
教
は
 

く
養
検
 

ム
「
鷺
警
蘇
鷺
勢
 

集
間
ま
汰
ま
生
健
委
ま
大
6
  

鹸
躯
鶴
躯
昨
鴎
麟
躯
都
け
 

り懇談会 
室（~10日） 

は税2期分令書発送 

.
~

.:

.
~:

~:

~:

~:

:~:

:~:

平原同和ハウス 
金 田 小 学 校 

.

.2 0:0 0~ 

. . 

. . 火
 . 
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. : 水

 校
館
 

学
会
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田
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金
総
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ハU 

●
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．
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n
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1
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ハU n
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.
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●
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(U 1
上
 

木
 

6 

ロ 
『~ 

ロ ロ 

J
刀
 

田
 

金
総
崇
「
協
隣
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八U 

n
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ハ
U
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'1 
?

 

ハ口） 

（ソ、U : ()u 
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R
) 

1
ー

 
、
 (O

) 

Qu : つ、u 
1
‘上 

. 

. 

: 

、
 

一 

～
 

?
 

ハV

（
じ
0
 

つJ

一
n
v
3
 

Ou

『（ど（U 

‘
ー
山
・
 

‘ー 

土
 
日
 

. 
~ 

. 

. . 

. 
~ 

. 

. . 

 ： 役場二階議会議事堂 
1 9:3 0 - ： 甫 木 公 民 館 
1 0:0 0~ 1 2:0 0  総  合 会 館

役場二階集会室

? 
ハU 

つ、u 
つ、u 

1
上
 

?
 

ハU 
n
べu 

()u 
11 

ハv

ハU 

ハ
口
）
n
J
 

.
 
.
 

.
 
.
 

2
4
 

一
 

一
 

、
 

？
 

ハU

ハU 

ハ
U
Q
U
 

●
 
．
 

．
 
・
 

(U '1 
。

、

〕

 

『

ー

 

月
火
 

水
 

木
 

~ 
. 

. 金
 ~ : 

課
課
係
 

育
発
離
 

教
開
競
 

会
画
嫁
 

社
企
福
 京都祇園祭

‘川？ノ、I
ノ．
 議

 
・8 

H
H
H
 

~．・ 

如嫡・勧
蛾臓麗g' 
森醐臨糖鯛

●
ー
ー
ー
コ
 

ル

範

 

大 

騒
 

難
ー
、
 

課
校
校
校
係
校
気
校
翌
校
 

育
学
学
学
生
学
 

子
 
学
 

教
小
中
小
響
讐
務
口
 

会
田
田
田
麟
畿
田
 

社
金
金
金
福
金
雛
金
総
金
 

響、警争麓 
福祉課環境衛生係 

郡民体育大会 
7区まちづくり懇談会 
三種混合

‘一hy 

三

霧

事

 

一
一
ニ
●
．
 

講
 

、、，J
ノ
 

ー

 ］田」H 

レ
し
 

小
応
ハ
。
 

‘
山
山
 

山
山
 鯵

 

！

ー

 

‘
由
甲
入
・
 

'

+

 

郷
 

ノ

t

 

座
日
 )口］ 
0U 

講
終
1
 

養
最
一
 

ふれあい美化運動（整鵬り 

県民運動’ぐ～8必2 頭 
~23 日）

教
食
く
会
 

り
 
安
会
 

学
給
会
談
談
 
く
 
通
談
 

大
期
者
懇
相
式
づ
み
！
交
懇
 

人
学
諸
呪
末
児
業
ち
義
の
区
 

老
一
保
期
乳
終
ま
夏
夏
地
 

編ー ： ~香春町勤労者体育館 
： 神 崎 公 民 館 

~14 :30  町 民 会 館 

パ」v
 

Av 

(M
レ
 

?
 

ハU 
Cr
〕
 

●
 
．
 

()u '1 
ハU 

つ、u 
QU 

‘ー 

上
 

ワ1

(x
)(uU 
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. 

自
月
火
水
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雄
《
h
U

(b

ワI 

'I
よ
『
ー
 

●
ー
●
ー
 

館
校
」
曳
」
曳
室
 

会
学
学
学
飴
 

小
中
小
階
 

合
丁
ー
ー
一
一
 

1
田
田
田
場
 

総
金
金
金
役
 ・

古
月
巨
「
 

，
宝
 

ユ
“
入
ノ
l
、、一
 

学
区
 

白
政
 

・
」
で
メ
 

小
封
 

円
円
ユ
 

金
第
 

1 0:0 0~ 1 2:0 0 
~ : 

~ : 

舶
聞
、
J
z
 

ハU 
ハU 

: 

（ハv 
ハU : 

にU

‘ー 

‘
ー
・
1
 

、
 

、
 

（ハv

ハU 

・4

(U 

(U

(U 1
・1 

. . 

. . 

ハV : 
‘

ー

 

」
 

ハU 

金
 

19
 

土
 

nV 
。
ノ
］
 

2I 
. 

~ 
. 

. . 

: ~ : 

座（郵坂 舗獣について一）講義 
看護を学 うII) 

●」」ニ
 

相
教
く
 

と
学
富
一
 

ご
大
教
 

配
人
康
 

心
老
健
 

室
館
館
 

会
 

槍
朱
ム
A
会

 

階
 

一
 

一
 

場
 合

合
 

（ハU 
ハU 

ハU 
ハU : 

ハ口） 
（ハv : 

に
U

（
ソ
］
n
ノ（] 

11 

1
1

‘ー 

、
 

、
 

』
 

（ハV

ハU

ハU 

（
目
）
（
目
）
(
U
 

(U

ハv

(U 

1
‘
上
一
 

1
・上 

. . 
~ 

. . 

乙
・
と
 

'' 

'' ' ' ' 

: 
. 

~ 
. 

土用のうし 飯EEI/I\轟轟‘日
保険税・固定資産税2 期分納入期限 

全校出
国民健 

金 田 小 学 校
. . 

. 
~ 

・ 

. 

. 
~ 

. 

. 

月
火
水
木
金
麟
H
月
火
水
 

〈
ソ
ム
Q
U

・n
佳
［
h
u

(h
）
ワ
‘
'
8
o
v

八U
）『ー 

（
ソ
山
n
乙
（
ソ
］
（
ソ
］
n
乙
（
ソ
］
（
リ
ム
（
ソ
］
Q
U
Q
U
 

※ 鷲繊れま移をち易カくイ7fぐラタく7＞二i二「麗日ーですー。 備考欄の月間、旬間、週間はそれぞれーカ月間、十日間、一週間をとうして実施されます。 
※ まちづくり懇談会の開催日程が決定していない高見区（10区）、福吉区（11区）、太陽区（12区）は近日中に協議予定です。 
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ーー一ー一＝女＝ 

今年はおもしろい 

か納涼祭クへ動き出すグ
先月11日、商工会館2Fで → 
“納涼祭’’成功クにむかっての話し 

あいが始まりました。 

金田らしさを前面に 

、、7～、 

、“ 、 」中 ‘」 、 ‘ 

・三誠ー魂 
ク％ 

りい、 
に・零る参かかこi,麟ニシ、プ‘ ー”」 

‘爵二に二亡碧にず鳶なこ、I」」戒ミらど・プー二にご 
戸了ノ1「~‘,に‘零 "'’ンfを江・一 ，こ争こ、～~’ 、、‘・ー“こ一・：" 
'1~'' 一’一竺七ユ欧雄‘‘讐雄虻ー・1‘二、執一‘鳥 

たい、とのことで始まったそうです。 トマ 
トの嫌いだった子が、好きになったなどい 

ろいろな効果があらわれています。 
右の写真は、ひらばる幼稚園での芋の苗 

植えです。理事長・園長先生より、お父さ 
ん、お母さん達に、戦争中の、芋を中心と 
した食料事情についての話もありました。 

→ 

六くは 
1'」どうして飲めるようになるの？

6 月1日～7 日までの水道週間の最終日 
に、小学4 年生の児童が、上金田浄水場を 
見学しました。 
社会科授業の一環として行われたもので 

す。水道課職員が汗だくで、難しい質問に 
応えていました。 

「何故、配水池が高い所に？」 

「二重・三重の億過装置がなぜ 
必要か？」etc 

24時間体制で水を管理しています。

／水は生活の命ですク／

早く育っーてi-iー 

先月11日、金田保育所の園児達が芋の苗 
~ 植えをしました。この保育所では、ファミ 

リー農園で毎年、芋・トマトなどを植え、 
自分で作って収穫する喜びを知ってもらい 

ノ 

' , r 

I ,yf 、 
f 、●、】 
J, \i. 'Ii Vi1 β 手手 

先月9 日、南木、神崎、13日金田地区で水田へ 

’ の用水を流す堰上げがありました。 
酒を樋門の周囲にかけ、 「豊富な水が絶えるこ 

とのないよう」 にと、水田へ通水開始ク 

豊作をねがって~ 山‘ 

「郡民体育大会予選］

~ で甲断可一 出場権獲得 

5 月26日同、町民球場での大会におい 
て（参加8 チーム）、決定。 

7 月7 日同、川崎町民グランドで行わ 
れる郡民体育大会に出場します。 

金田町の代表として、ご健闘をク 

ア
イ
 

I
）
ラ
ブ
（
L
o
V
E
r
ー
カ
チ
ダ
（
金
田
）
T

シ
ヤ
ツ
を
 
金
田
町
商
t
、
芸
事
務
局
（
囲
1
 

、ーノノ 

（写真右）→ 

/ 場権獲得 

（写真下）4 
6 月9 日回、町民会館での大会において、30代（参加 

9 チーム）は一区に、40代（参加5 チーム）は南木に決 

定。 7 月14日回、香春町勤労者体育センターで行われる 

郡民体育大会に出場します。 

\ 7 

！

、

 区 
一ー~ 

インディア力 30代（ 
、 

40代 

一） 

) 。
 

平成3年度田川郡民体育大会 
種目別開催日と会場 

7 月7 日（日）

。バスケッ ト （一般青年） 
川崎町民会館 

。卓 球（一般青・壮年） 
川崎町勤労者体育センター 

。ノ、ト蒜摘嘉鷺湾製 
0 剣 道（一般青年） 

川崎町海洋センター 
。 ソフ トボール（一般男子） 

川崎町民グランド 
。軟式野球（一般男子） 

川崎町民球場 
7 月14日回

。バレーボール（一般女子） 
川崎町民会館 

。水 泳（一般青・壮年） 
川崎町民会館 

。イ ンディアカ （30才・40才） 
香春町勤労者体育センター 

。相 撲（一般青年） 
川崎町相撲場 

みなさん、ご声援をク 

マ
マ
さ
ん
パ
レ
ー
 

金
田
レ
モ
ン
ズ
 

優

勝

→

 

先
日
行
わ
れ
た
田
川
 

郡
婦
人
会
連
合
会
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
大
会
に
て
優
 

勝。 こ
の
レ
モ
ン
ズ
は
結
 

成
し
て
 11 

年
目
を
む
か
 

え
、
筑
豊
大
会
に
も
出
 

場
経
験
が
あ
り
、
現
在
 

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
 

す。 連
絡
先
 

佐
 

伯
 

洋
 

子
 

自
宅
囲
0
1
0
8
 

練
習
日
 

月
曜
 

町
民
会
館
 

金
曜
 

小
学
校
 

P
M
8

時
、
 10 

時
 

、
．
ノ
 

●
1
1
1

●1 
~ノ 

大
人
 . 

、
 

、

ー

・

 

バ
》
入
ノ
斥
山
虎
n
リ
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‘ノ 
小
・
中
学
校
の
教
科
書
 

見
本
展
示
会
 

ー
 

来
年
度
（
平
成
4

年
度
）
、
 

小
・
中
学
校
で
使
用
す
る
教
科
 

書
を
選
定
す
る
時
期
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
は
実
際
に
は
「
筑
豊
地
 

区
教
科
用
図
書
採
択
協
議
会
」
 

に
よ
 
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
 

す
が
、
そ
の
結
果
と
実
際
の
教
 

科
書
見
本
も
公
開
さ
れ
ま
す
。
 

金
田
町
関
係
に
つ
い
て
は
、
 

次
の
と
お
り
展
示
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
皆
様
の
参
観
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

o
期
間
 
7
月
1

日
囲
、
 10 

日
困
 

o
場
所
 

田
川
市
伊
田
 

県
総
合
庁
舎
 

筑
豊
教
育
事
務
所
 

田
川
駐
在
内
 

教
科
書
セ
ン
タ
ー
 

教
科
書
は
教
育
上
、
重
要
な
 

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
 

o
問
合
先
 
教
育
委
員
会
 

ま
た
は
小
・
中
学
校
校
長
 

（
ご
意
見
も
）
 

<I

ノ
 同

和
問
題
啓
発
 

強
調
月
問
 

7
月
1

日
か
ら
 31 

日
ま
で
は
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
 

金
田
町
で
は
こ
の
期
間
中
い
 

ろ
い
ろ
な
行
事
を
企
画
し
、
皆
 

様
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

〇
町
内
街
頭
啓
発
 

〇
町
主
催
講
演
会
 

7
月
1

日
 

「
豊
か
な
心
田
を
耕
す
」
 

講
師
 
川
崎
町
同
和
対
策
課
 

事
務
課
長
 

松
崎
 

一
氏
 

日
時
 

7
月
6

日
田
 

P
M
l

時
 30 

分
、
 

3
時
 30 

分
 

場
所
 
総
合
会
館
 

〇
県
主
催
で
7

月
9

日
困
P
M
 

1
時
よ
り
直
方
市
民
会
館
で
講
 

演
会
・
映
写
会
が
開
か
れ
ま
す
。
 

AZ 新
駐
車
場
完
成
 

金
田
駅
東
 

金
田
駅
東
側
の
陸
橋
の
下
に
 

商
店
街
を
利
用
さ
れ
る
方
、
駅
 

を
利
用
さ
れ
る
方
の
た
め
、
新
 

た
に
駐
車
場
を
新
設
し
ま
し
た
 

こ
の
駐
車
場
は
、
平
成
3

年
 

度
一
般
失
対
事
業
で
つ
く
ら
れ
 

た
も
の
で
す
。
 

マ
イ
カ
ー
時
代
の
今
日
、
駐
 

車
場
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
 

ま
し
た
。
買
物
な
ど
の
と
き
、
 

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。
 

→

 
。
 

公
的
年
金
が
 

重
複
し
た
場
合
は
 

1

/

I

 

老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎
 

年
金
（
 20 

才
前
の
傷
害
に
よ
る
 

場
合
）
及
び
福
祉
年
金
を
引
き
 

継
い
だ
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
 

の
受
給
者
は
、
他
の
年
金
を
受
 

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
 

に
は
、
速
や
か
に
届
け
出
ま
し
 

よ
》
つ
。
 

こ
れ
は
、
福
祉
年
金
関
係
の
 

7
月
1

日
 
事
業
所
と
商
半
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
P
 

第
四
回
 
金
田
町
少
年
の
主
張
大
会
⑤
 

人
 

間
 

と
 

「
刻
君
、
ち
ょ
 
っ
と
ゴ
ミ
捨
 

て
に
行
っ
て
」
と
い
わ
れ
、
僕
 

は
黒
い
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
ら
れ
た
 

生
ゴ
、
、
、
を
両
腕
に
か
か
え
て
、
 

捨
て
に
い
き
ま
し
た
。
 

「
こ
ん
な
に
沢
山
の
ゴ
ミ
が
あ
 

っ
て
い
い
ん
や
か
あ
」
 
と
考
え
 

な
が
ら
家
に
帰
り
ま
し
た
。
 

僕
が
友
達
の
家
へ
遊
び
に
い
 

っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
崖
の
 

と
こ
ろ
に
、
ゴ
ミ
が
沢
山
捨
て
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
僕
 

が
遊
び
に
い
っ
て
い
る
と
清
掃
 

車
に
会
い
ま
し
た
。
清
掃
車
に
 

は
沢
山
の
ゴ
ミ
が
積
ん
で
あ
り
 

ま
し
た
。
崖
の
と
こ
ろ
に
捨
て
 

ら
れ
て
い
た
ゴ
ミ
と
い
い
、
清
 

掃
車
の
ゴ
ミ
と
い
い
、
ゴ
ミ
の
 

量
に
驚
き
ま
し
た
。
僕
は
テ
レ
 

ビ
ニ
 
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、
 

東
京
で
も
ゴ
ミ
が
沢
山
捨
て
ら
 

れ
て
い
ま
し
た
。
金
田
町
だ
け
 

で
な
く
、
他
の
地
域
で
も
ゴ
ミ
 

が
沢
山
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

ゴ
 

金
田
中
一
年
 

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
ま
ま
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
 

て
い
く
と
、
 

一
年
後
、
二
年
後
 

と
ゴ
ミ
の
山
は
ふ
え
て
い
き
ま
 

す。 そ
こ
で
、
僕
は
ゴ
ミ
を
減
ら
 

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
 

考
え
て
み
ま
し
た
。
 

第
一
に
、
生
ゴ
ミ
を
減
ら
す
 

こ
と
で
す
。
野
菜
料
理
を
作
る
 

と
き
、
使
え
る
大
根
の
葉
っ
ぱ
 

は
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
 

は
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
 

大
根
の
葉
っ
ぱ
は
漬
物
に
し
た
 

り
、
料
理
を
作
る
と
き
に
工
夫
 

す
れ
ば
り
っ
ぱ
な
料
理
に
な
り
 

ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
工
夫
 

を
す
れ
ば
ゴ
ミ
に
な
ら
な
く
て
 

す
み
ま
す
。
魚
の
骨
や
ご
は
ん
 

の
残
り
は
、
犬
や
猫
に
与
え
れ
 

、
、
、
 

」 

り

ゆ

う

 

ぶ

ん

 

ろ

ん

 

刻
 

文
 

友
 

ば
ゴ
ミ
は
捨
て
な
く
て
も
よ
い
 

と
思
い
ま
す
。
犬
や
猫
の
い
な
 

い
家
は
、
近
所
に
い
る
犬
や
猫
 

に
与
え
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

第
二
に
、
粗
大
ゴ
ミ
を
減
ら
 

す
こ
と
で
す
。
ま
だ
使
え
る
物
 

は
、
す
ぐ
捨
て
な
い
で
使
え
る
 

と
こ
ろ
ま
で
使
っ
た
ら
よ
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

こ
ん
な
こ
と
を
無
視
す
る
と
 

21 

世
紀
、
い
や
今
の
味
ち
“
ん
 

が
大
き
く
な
っ
て
、
二
十
才
の
 

。 

頃
に
な
る
と
ゴ
ミ
は
ど
う
な
る
 

と
思
い
ま
す
か
。
沢
山
の
ゴ
ミ
 

が
積
み
重
な
っ
て
山
に
な
っ
て
 

い
る
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。
世
 

界
が
こ
う
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
 

の
で
す
か
。
こ
う
な
っ
た
ら
困
 

る
の
は
あ
な
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
困
ら
な
い
人
は
い
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
毎
日
毎
 

日
臭
く
、
汚
な
い
空
気
が
悪
い
 

地
球
に
し
た
い
人
な
ん
か
絶
対
 

に
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

宇
宙
か
ら
見
る
地
球
は
、
と
 

て
も
き
れ
い
と
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
 

ス
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
本
当
は
き
れ
い
な
 

は
ず
の
地
球
が
、
ゴ
ミ
が
沢
山
 

に
な
る
と
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
 

費
用
を
国
が
全
額
負
担
し
て
い
 

る
た
め
他
の
公
的
年
金
と
重
複
 

し
て
受
け
る
よ
う
な
場
合
に
は
 

支
払
い
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
 

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
 

も
し
届
出
が
遅
れ
た
り
す
る
 

と
受
け
た
年
金
を
お
返
し
い
た
 

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

問
合
せ
は
 

住
民
課
国
保
年
金
係
へ
 

納
め
ま
し
た
か
、
保
険
料
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
 

め
忘
れ
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
 

く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
 

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
が
減
額
 

さ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
 

健 康教 室 プ ロ グ ラ ム 

な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
次
の
方
 

法
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

o
ロ
座
振
替
で
納
め
る
。
 

o
納
付
組
織
を
通
じ
て
納
め
る
。
 

国
民
年
金
は
み
ん
な
で
支
え
 

合
う
制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納
 

め
た
保
険
料
が
、
あ
な
た
と
み
 

ん
な
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な
が
り
 

ま
す
。
 

ー
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ー
 

，

ー

ー

 

健
康
教
室
へ
ど
う
ぞ
 

ー
J
 

毎
月
第
4

金
曜
日
A
M
 10 

時
 

か
ら
 12 

時
ま
で
、
総
合
会
館
で
 

保
健
所
主
催
で
開
催
し
て
い
ま
 

す。 来
年
3

月
ま
で
は
左
表
の
と
 

お
り
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
 

月日 主 題 内 容 備 考 

7月 

26日 

家庭看護を学ぼう n ・シーッと寝巻の交換 

・床ずれにっいて 

演習 

血圧測定 

8月 

23日 

家庭看護を学ぼう 皿 ・清潔のお世話 

（清髪・清拭・足浴） 

演習 

血圧測定 

9月 

27日 

家庭看護を学ぼう W ・食事と排池のお世話 

・食品の組み合わせ 

調理 

血圧測定 

10月 

25日 

健康と運動 ・ハイキング 

・わが家の食卓作り 

調理 

血圧測定 

11月 

22日 

検査と食事と成人病 ・検査結果の見方 

・成人病と食事 

調理 

血圧測定 

調理 

血圧測定 

12月 

27日 

調理 

血圧測定 

1月 

24日 

2月 

28日 

私はこんなことに 

気をっけている 

・体験発表 

・食品衛生 

調理 

血圧測定 

3月 

27日 

これからの活動にっいて ・反省会 

・全体討議 

調理 

血圧測定 

統
計
調
査
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
o
 

球
は
と
う
見
え
る
で
し
ょ
う
か
。
 

緑
に
な
っ
て
い
る
所
が
焦
茶
色
 

に
な
っ
た
り
黒
く
な
っ
た
所
と
 

か
が
、
沢
山
見
え
て
汚
な
い
色
 

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
う
い
う
よ
う
に
な
る
の
に
 

は
、
例
え
ば
世
界
の
人
々
が
、
 

飲
み
終
っ
た
空
き
缶
を
ー
つ
ぐ
 

ら
い
捨
て
た
っ
て
い
い
や
、
と
 

思
っ
て
捨
て
る
と
大
変
な
こ
と
 

に
な
り
ま
す
よ
。
近
く
の
子
供
 

達
が
ま
ね
を
す
る
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
子
供
が
ジ
ュ
ー
ス
を
買
 

っ
て
、
飲
み
終
っ
た
時
、
近
く
 

に
ゴ
ミ
箱
が
な
か
っ
た
ら
、
 
こ
 

の
ま
え
大
人
の
人
も
捨
て
て
い
 

た
し
、
 

「
捨
て
て
い
い
や
」
と
 

思
っ
て
捨
て
る
こ
と
も
あ
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
決
し
て
、
空
 

き
缶
を
捨
て
る
と
き
も
考
え
て
 

く
ず
か
ご
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
 

そ
れ
に
世
界
中
の
み
ん
な
が
 

空
き
缶
を
ー
つ
ず
つ
捨
て
れ
ば
 

大
量
の
ゴ
ミ
に
な
り
ま
す
。
 

汚
な
い
地
球
が
い
や
と
思
っ
 

て
宇
宙
に
逃
げ
る
人
も
い
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

で
も
、
宇
宙
に
は
空
気
が
あ
 

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
逃
げ
よ
 

う
と
し
て
も
無
駄
で
す
。
 

逃
げ
な
く
て
も
す
む
方
法
は
 

一
つ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
 

と
で
す
。
第
一
と
第
二
を
守
っ
 

て
い
く
の
は
、
私
達
で
あ
り
、
 

あ
な
た
達
で
あ
り
ま
す
。
 

「
刈
 

文
友
」
君
は
、
昭
和
 53 

年
 10 

月
 28 

日
生
れ
の
中
学
一
年
 

生
。
二
人
兄
妹
の
長
男
で
、
大
 

字
金
田
一
〇
〇
七
番
地
の
一
 

（
県
営
金
田
団
地
）
に
住
ん
で
 

い
ま
す
。
 

（
平
成
3

年
2

月
4

日
総
合
会
 

館
で
の
大
会
に
て
発
表
さ
れ
た
 

も
の
で
す
。
）
 

※
教
育
長
の
感
想
は
次
頁
に
 

あ
り
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

次
の
方
々
よ
り
、
社
会
福
祉
 

協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
 

今
後
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
 

の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
藤
川
 

義
臣
 

（
香
典
返
し
と
し
て
）
 

o
故
 

小
池
ッ
ヤ
子
様
 

下
神
崎
 
小
池
 

隆
則
様
 

o
故
 

吉
田
 

耕
治
様
 

宝
 

見
 

吉
田
和
歌
子
様
 

o
故
 

奥
永
 

勝
様
 

人
 

見
 

奥
永
キ
ミ
子
様
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田
中
教
育
長
 

近
頃
は
、
人
間
の
生
活
の
中
 

で
ゴ
ミ
の
問
題
は
ど
う
し
て
も
 

何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

さ
し
せ
ま
っ
た
宿
題
に
な
っ
て
 

い
ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
日
本
 

の
今
の
社
会
の
問
題
を
、
自
分
 

の
身
近
な
ゴ
、
、
、
捨
て
と
い
う
行
 

動
か
ら
目
を
つ
け
て
い
っ
た
文
 

章
の
く
み
立
て
は
、
大
変
立
派
 

で
す
。
そ
れ
か
ら
友
達
の
家
、
 

テ
レ
ビ
ニ
 
ュ
ー
ス
で
見
た
東
京
 

の
様
子
、
そ
れ
か
ら
地
球
ヘ
・
・
・
 

と
考
え
を
進
め
て
い
る
点
も
良
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
結
論
と
し
て
 
「ゴ
 

ミ
を
減
ら
す
こ
と
で
す
」
と
主
 

張
し
て
い
る
こ
と
も
よ
く
わ
か
 
「
 

り
ま
す
。
そ
の
ー
つ
の
方
法
と
 
一 

し
て
食
物
の
残
り
を
犬
や
猫
に
 
一 

や
る
。
第
二
は
使
え
る
も
の
は
 
一 

捨
て
な
い
、
と
い
う
の
も
面
白
 
一 

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
に
 

ご
協
力
を
 ''1 

金
田
小
学
校
P
T
A

で
は
、
 

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
推
進
し
て
 

い
ま
す
。
 
ベ
 
ル
マ
ー
ク
は
、
食
 

品
な
ど
の
日
常
用
品
に
つ
い
て
 

い
ま
す
。
 
こ
の
ベ
ル
マ
ー
ク
を
 

集
め
る
と
、
学
校
の
備
品
購
入
 

の
資
金
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
 

へ
き
地
校
、
養
護
学
校
、
大
災
 

い
着
想
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
 

ゴ
ミ
は
減
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
 

ん。 た
だ
、
犬
や
ネ
コ
の
食
べ
な
 

い
ゴ
ミ
や
、
ほ
と
と
う
に
使
え
 

な
く
な
っ
た
自
動
車
や
テ
レ
ビ
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
わ
れ
た
建
 

物
な
ど
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
 

し
ょ
う
。
せ
っ
か
く
で
す
か
ら
 

こ
の
辺
ま
で
考
え
を
深
め
る
こ
 

と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
 

更
に
産
業
や
社
会
の
し
く
み
な
 

ど
も
勉
強
し
て
下
さ
い
。
 

ー

！

ー

 

！

ー

 

ー

ー

ー

ー

 ！
 

I 

害
を
受
け
た
学
校
、
さ
ら
に
開
 

発
途
上
国
の
子
供
達
に
い
ろ
い
 

ろ
な
援
助
が
届
く
よ
う
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

金
田
小
学
校
で
も
、
子
供
達
 

が
持
っ
て
き
た
ベ
 
ル
マ
ー
ク
を
 

P
T
A

厚
生
委
員
が
整
理
し
て
 

ベ
ル
マ
ー
ク
の
本
部
へ
送
っ
て
 

い
ま
す
が
、
集
ま
り
が
少
な
く
 

各
学
級
に
一
個
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
 

ー
ル
を
備
え
る
だ
け
で
、
二
年
 

間
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
広
く
町
民
の
皆
様
 

に
ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
の
ご
協
力
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

集
め
ら
れ
た
ベ
ル
マ
ー
ク
は
 

袋
に
入
れ
て
、
お
名
前
戸
明
記
 、

 

中
央
公
民
館
 

短
歌
教
室
 

不
可
も
な
く
可
も
な
き
吾
の
一
生
か
と
 

つ
ぶ
や
く
声
の
風
に
消
さ
る
る
 

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
悲
し
さ
募
り
く
る
 

遺
影
を
み
つ
め
て
し
ば
し
動
け
ず
 

は
ら
は
ら
と
古
葉
散
り
ゆ
く
樟
の
木
の
 

もだ 

録
み
ず
み
ず
し
多
賀
の
み
社
 

黙
し
カ
る
汝
に
む
加
い
紅
ロ
わ
く
む
 

成
長
の
証
か
吾
に
抗
ら
ふ
 

流
れ
ゆ
く
水
に
も
春
の
色
あ
り
て
 

あ
し
た
 

椿
た
だ
よ
ふ
朝
孔
討
か
に
 

や
わ
ら
か
く
卵
と
じ
せ
る
早
蕨
に
 

春
山
歩
き
の
心
動
け
る
 

余
寒
な
ほ
き
び
し
き
朝
の
空
青
く
 

メ
モ
に
日
課
の
仕
事
を
記
す
 

裏
山
に
う
ぐ
い
す
の
声
し
き
り
な
る
 

あ
し
た
 

く
 

春
の
朝
に
連
呼
き
こ
え
来
 

は
ま
 
ゆ
 

う
 

初
咲
き
を
気
の
つ
か
ざ
り
し
浜
木
綿
が
 

し
げ
み
の
中
に
実
を
二
つ
着
く
 

ま
た
ひ
と
り
逝
き
し
あ
し
た
の
病
棟
に
 

雪
降
る
一
日
無
ロ
と
な
り
ぬ
 

一
 

の
上
、
近
所
の
小
学
生
に
持
た
ー
 

せ
て
下
さ
い
。
 

一 

こ
の
運
動
が
、
こ
の
金
田
町
一
 

の
子
供
達
の
教
育
の
一
助
に
な
 

る
よ
っ
、
 

頑
張
り
た
い
と
思
い
一
 

ま
す
。
 

アサガオ 

阿
 

部
 

重
 

宏
 

千
 

手
 

佐
起
子
 

渡
 

辺
 

勝
 

由
 

藤
 

林
 

俊
 

信
 

三
 

村
 

和
 

子
 

岡
 

野
 

富
司
生
 

井
手
元
 
智
恵
子
 

福
 

田
 

昌
 

上
 

原
 

安
 

子
 

市
 

丸
 

須
磨
子
 

ロ編集後記ロ 
い
っ
て
み
よ
う
ノ
・
見
て
み
よ
う
ノ
・
 

、

ー

ー

 

ー
 

レ
ィ
カ
モ
米
つ
く
り
を
 

ーー 

ー
 

学

ん

 で
 

ー
 

ーー 

一
月
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
 

会
」
で
も
話
題
に
な
っ
た
 
「ア 

イ
ガ
モ
米
づ
く
り
」
の
全
国
交
 

流
現
地
見
学
会
が
開
か
れ
ま
克
 

こ
れ
は
、
全
国
合
鴨
水
稲
会
 

が
嘉
穂
郡
桂
川
町
寿
命
、
古
野
 

隆
雄
さ
ん
（
 40 

）
所
有
の
水
田
で
 

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
 

企
画
し
た
も
の
で
す
。
 

o
期
 

日
 

7
月
6
日
P
M
l
時
 

o
参
加
費
 
千
円
 

0
申
込
み
 

農
文
協
九
州
支
部
 

0
9
2

(

 

7
6
1

)

 

2
3
2
0
 

見
学
会
の
後
、
桂
川
町
住
民
 

セ
ン
タ
ー
で
の
交
流
会
も
予
定
 

し
て
い
ま
す
。
 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
ク
 

n
目n
ーーハ艦．. 

」目『●轟 

‘， 

蹄
、
り
剰
釧
勧
引
 

教
え
子
の
定
年
の
便
り
に
指
折
れ
ば
 

鱗
 

た
 

故
郷
遠
く
児
等
の
か
お
顕
つ
 

病
室
に
慣
れ
た
る
母
が
介
助
す
る
 

我
に
牛
乳
を
す
す
め
て
く
る
る
 

せ
な
 

ふ
り
む
き
て
鏡
に
う
つ
る
わ
が
背
は
 

亡
き
祖
母
に
似
る
と
ふ
と
思
ひ
た
り
 

胃
透
視
の
検
査
の
結
果
を
待
つ
廊
下
 

ひ
そ
か
な
お
そ
れ
に
お
ち
つ
か
ず
い
る
 

加
 

治
 

智
 

子
 

福
 

原
 

照
 

子
 

山
 

口
 

倭
 

子
 

小
 

野
 

と
め
子
 



(Na 2 4 0号） 

⑥一 

ー
琳
m
円m
川
川
撚
鋼
矩
盤
損
紺
》
A
ロ
 

平
成
元
年
度
よ
り
三
ケ
年
事
 

業
と
し
て
約
以
億
円
の
エ
事
費
 

で
、
し
尿
処
理
施
設
の
更
新
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
施
設
は
県
内
で
初
め
て
 

の
最
新
の
処
理
方
式
が
と
ら
れ
 

ー
・
て
お
り
、
鉱
害
防
止
対
策
に
万
 

報
全
を
期
し
た
全
ぐ
新
し
い
も
の
 

で
、
来
年
3

月
の
完
成
予
定
で
 

す。 た
だ
今
、
こ
の
新
し
い
施
設
 

の
名
称
を
公
募
し
て
い
ま
す
の
 

で
、
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
応
 

広
募
を
お
ね
が
い
し
ま
す
o
 

1991 年（平成3年） 1月 1 日発行 

・
方
法
 

ハ
ガ
キ
に
新
し
い
施
 

設
名
を
記
入
し
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
 

号
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
 

・
宛
先
 

田
川
郡
方
城
町
 

大
字
弁
城
 

☆ぎ1-tiLl か譜憲 
西不す 宗 V 

3
2
0
5
の
1
 

ー
ー
 

r
ー

 

か
ー
し
 

～

ー

 

ロ
ロ
ロ
ト
ロ
×
 

へU 

⑥
 

下
田
川
衛
生
組
合
 

容
m
o
2
2
0
 

・
募
集
期
間
 

6
月
 15 

日
ー
 

8
月
 31 

日
 

・
参
考
事
項
 

①
現
施
設
の
名
称
 

下
田
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
 

②
所
在
地
 
田
川
郡
方
城
町
 

大
字
弁
城
3
2
0
5

の
1
 

（
字
名
）
善
角
・
京
田
 

簿
“
瀧
幕
雛
」
薮
騒
譲
、
響
簿
”
 

〇
定
 

員
 

幼
名
 

〇

対

象

者

 
当
セ
ン
タ
ー
簿
 

記
（
初
級
）
講
習
終
了
者
ま
た
 

は
日
商
簿
記
三
級
程
度
の
実
 

力
を
有
す
る
就
業
希
望
の
女
 

性
 

〇
講
習
期
間
 
8 

月 
10 26 
月 日 
16 1 
日 

ー
v
 

＼、 

，‘ 

ほ
く
 

25 
メ
ー
ト
ル
の
 

プ
ー
比
を
 

往
復
し
た
よ
 

y
ゃ声 

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
 

（
の
べ
 
21 

日
間
）
 

〇
受
講
時
間
 

10 

時
ー
 16 

時
 

（
一
日
5
時
間
）
 

〇

受

講

料

 
無
料
 

（
教
材
費
は
受
講
者
負
担
）
 

〇
講
習
会
場
 
飯
塚
総
合
庁
舎
 

一
階
会
議
室
 

飯
塚
市
新
立
岩
8
 1
1
」 

〇
申
込
受
付
 
7
月
 18 

・ 
19 

日
 

〇
申
込
方
法
 
電
話
に
て
申
込
 

を
受
け
、
そ
の
時
に
面
接
日
 

時
を
指
定
し
、
面
接
後
に
選
 

考
し
ま
す
。
 

〇

申

込

先

 
講
習
会
場
と
 

同
じ
 

〇
間
合
せ
先
 
福
岡
県
婦
人
 

就
業
セ
ン
タ
ー
 

容
0
9
4
8

器
4
1
5
6
 

一
 

ん
H
m
 

、、、、 

I
/
I
 

'
h
‘、一 

「T

‘・‘、ひ 

／
 

に

1

4

、
」
c
 

/
 

／ソ！ 

，ー 

》
i
 

っ
ロ
ー
凡
 

旧
今
リ
は
 

徒
小
亦
ノ
て
×
 

ノ‘II 

、
、
＼
 

（
直
通
）
 

窓
0
9
4
8
倒
4
1
1
1
 

（
内
線
3
5
8
) 

九
州
郵
政
局
で
は
、
九
州
各
 

地
の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
職
員
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
採
用
予
定
人
員
 

北
九
州
地
区
約
3
2
0
名
 

南
九
州
地
区
 
約
8
0
名
 

▽
受
験
資
格
 

昭
和
鉛
年
4

月
2

日
か
ら
 

相
年
4

月
1

日
ま
で
に
 

生
ま
れ
た
人
 

▽
採
用
時
の
配
属
 

主
に
郵
便
関
係
課
、
 

貯
金
・
保
険
関
係
課
へ
の
 

配
属
も
あ
り
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
7
月
8

日
側
ー
 

17 

日
困
 

▽

試

験

日

 

第
一
次
 

8
月
 18 

日
個
 

第
二
次
 

10 

月
上
旬
 

▽
最
終
合
格
発
表
 
m
月
下
句
 

▽

試

験

地

 
飯
塚
市
な
ど
 

▽
そ
 
の

他

 
受
験
案
内
・
申
 

込
書
等
に
つ
い
て
は
、
郵
 

便
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

▽

問

合

 
せ
 

金
田
郵
便
局
 

費
羽
0
0
4
2
 

●コゲくさい 

においがする。 

・ 
一
．
与
」
J
．‘ 

、
 
、
・
、
・
．
・
‘
1

・
．
ー
 

― 
・
ー
ー
…
 

， 

…
 

…
．
一
．
・
！
.
 

. 

扇
嵐
機
織
使
鶏
前
鱗
一
 

ー

羅

鷲

憲

無

機

鷲

 

扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節
と
 

な
り
ま
し
た
。
安
全
に
使
う
た
 

め
、
十
分
な
点
検
を
行
い
ま
し
 

よ、つ。 
羽
根
の
回
転
や
、
モ
ー
タ
部
 

の
熱
、
ニ
オ
イ
、
音
な
ど
に
異
 

常
が
あ
っ
た
ら
、
次
の
チ
ェ
ッ
 

ク
を
。
 

プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
な
い
か
 

タ
イ
マ
ツ
マ
ミ
が
「
切
」
に
な
っ
 

て
い
な
い
か
、
ガ
ー
ド
が
変
形
 

し
て
い
な
い
か
、
ガ
ー
ド
や
羽
 

根
の
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い
 

な
い
か
、
な
ど
。
 

そ
れ
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
、
 

)
（
蔵
讐
肩
？
犬
奴
惑
編
が
あ
り
ま
 

す
の
で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜
 

い
て
使
用
を
中
止
し
て
下
さ
い
。
 

再
使
用
の
際
に
は
、
必
ず
販
 

売
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

九
柳
山
受
屯
繕
鼠
糞
労
稽
攻
山
旦
爪
り
曹
券
舘
朱
由
甲
へ
1
3

日） 

☆
 

間
合
せ
は
 

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
乞
膚
 
容
0
9
2
1
7
2
2
1
5
0
1
3

・
5
0
1
1

ま
で
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1
上

 

郵
騒
薮
票
濃
繊
涯
学
鷲
 

ー 
ー
遷
欝
講
座
燕
『
襲
響
鷲
 

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
 

習
通
信
講
座
夏
期
の
受
講
生
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
 

の
書
道
・
硬
筆
・
俳
句
・
短
歌
 

・
囲
碁
な
ど
喝
講
座
百
八
十
111 

コ
ー
ス
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
 

◇
申
込
受
付
 
7
月
 31 

日
ま
で
 

◇
案
内
書
（
無
料
）
請
求
先
 

〒

一

入

山

ハ

ー

〇

一

 

東
京
都
国
立
市
 

富
士
見
台
2
1

鉛
 

N
H
K
学
闘
 

入
E

一
十
一
係
 

（
あ
な
た
の
郵
便
番
号
・
住
所
 

氏
名
・
電
話
番
号
、
そ
し
て
希
 

望
の
講
座
名
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
 

し
て
請
求
を
。
）
 

◇
問
合
せ
先
 

費
0
4
2
5
m
3
1
5
1
 

採
海
試
験
舞
蟻
鷺
繊
鷺
会
 

こ
の
講
習
会
は
、
県
の
保
母
 

試
験
に
備
え
る
受
験
希
望
者
に
 

受
験
準
備
の
機
会
を
提
供
し
、
 

広
く
有
能
な
保
母
を
社
会
に
送
 

り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
 

施
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
会
 

期
 
7
月
 15 

日
同
ー
 

27 

日
土
 

( 21
 

日
岡
け
休
講
）
 

ロ
会
 

場
 

太
宰
府
市
五
条
 

3
1
 15 

ー
万
 

第
一
経
済
大
学
 

記
念
厚
生
会
館
 

口
受
講
資
格
 
性
別
制
限
な
し
 

保
母
試
験
受
験
資
格
者
 

そ
の
他
、
特
に
受
講
希
望
者
 

口
受
講
申
込
・
間
合
せ
先
 

7
月
 10 

日
困
ま
で
 

〒
入
一
一
一
 

福
岡
市
博
多
区
千
代
 

‘
上
ー
n
乙

ー

n
乙
 

福
岡
県
東
公
園
会
館
 

福
岡
県
保
育
所
連
盟
 

費
0
9
2
1
6
4
1
1
7
9
3
4
 

（
保
母
試
験
に
つ
い
て
は
、
広
 

報
6

月
号
に
て
掲
載
済
で
す
。
 

こ
の
講
習
会
の
要
領
に
つ
い
 

て
の
リ
ー
フ
は
玄
関
カ
ウ
ン
タ
 

ー
に
あ
り
ま
す
。
）
 

\\q/乞rS%y 
_ -c , (I(（氏、e、J 

\\ こJり1公 ,', 
こ入 

、く篇いシvマ・‘ 

難
灘
蹴
験
」
舞
灘
．
 

ー
ー
ー
ー
ー
薫
「
難
者
誠
験
一
 

＠
試
験
日
時
 

7
月
 31
 

日
困
 10 

時
ー
以
時
 

（
当
日
9

時
幼
分
集
合
）
 

⑥
試
験
場
所
 
福
岡
市
博
多
区
 

東
公
園
7
1
7
 

県
庁
内
 

地
下
一
階
1

号
会
議
室
 

（
駐
車
場
が
な
い
の
で
、
最
寄
 

り
の
交
通
機
関
の
利
用
を
）
 

＠
受
験
手
続
受
付
期
間
 

7
月
立
日
劃
ま
で
 

⑥
合
格
者
発
表
 

8
月
末
日
ま
で
に
 

＠
問
合
せ
先
 
福
岡
県
商
工
部
 

工
業
保
安
課
採
石
係
 

容
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
 

内
線
3
2
4
1
 

（
こ
の
受
験
要
領
に
つ
い
て
の
 

リ
ー
フ
は
玄
関
カ
ウ
ン
タ
ー
に
 

あ
り
ま
す
。
）
 

難
購
編
（
臓
響
織
織
舞
プ
／
 

ー
ー
緯
羅
鷺
纏
鷺
響
鴛
一
 

《
消
防
設
備
士
試
験
》
 

△
と
 

き
 

8
月
 18 

日
側
 

△
と
こ
ろ
 

福

岡

大

学

 

高
宮
校
舎
 

北
九
州
大
学
 

《
準
備
講
習
会
》
 

△
と
 

き
 

8
月
3

・
4

日
 

9
時
幼
分
ー
 17 

時
 

⑥
受
験
資
格
制
限
あ
り
ま
せ
ん
 

△
と
こ
ろ
 

田
川
市
伊
田
 

⑥
試
験
方
法
 
筆
記
試
験
 

2
5
5
0

（
黄
金
ケ
丘
）
 

①
砂
利
採
取
に
関
す
る
法
令
 

田
 
川

市

 民
 
会
 
館
 

②
砂
利
採
取
に
関
す
る
 

《
受
付
》
 

技
術
的
な
事
項
 

△
期
 

間
 7

月
3

日
困
ま
で
 

△
場
 

所
 

田
川
市
川
宮
 

1
一
に
）
[
I

八v 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

△
間
合
せ
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

容
岡
0
6
5
0
 

「ー 
ー

 

一 

第．」一葉鷲一鳳・ 

一 

F
難
麟
麟
麟
静
」
 

マ
ン
ガ
文
化
の
町
 

ー
岡
山
県
吉
備
川
上
ー
 

※
テ
ー
マ
 

山mH

、
ジ
」
・
入
「
 

※
募
集
対
象
者
 

①
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
 

（
高
校
生
・
 
18 

才
以
下
）
 

②
一
般
部
門
 

（
プ
ロ
漫
画
家
除
く
）
 

※
対
象
漫
画
 

1
1
4

コ
マ
 

テ
ー
マ
 

「
山
と
人
」
 

※
作
品
の
サ
イ
ズ
 

A
3
判
以
内
の
ケ
ン
ト
紙
 

ま
た
は
画
用
紙
、
縦
横
自
由
 

※
表
現
方
法
 

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
 

す。 

1
1
4

コ
マ
ま
で
、
作
品
 

の
ス
タ
イ
ル
は
自
由
 

※
賞
 

金
 

＊
大
 

賞
（
1
名） 

50
 

万
円
 

＊
優
秀
賞
（
各
部
門
1

名） 
20
 

万
円
 

＊
審
査
員
特
別
賞
（
1

名） 
10 

万
円
 

＊
佳
作
（
各
部
門
5

名） 5
万
円
 

※
審
査
員
 

漫
画
家
富
永
一
郎
氏
 

他
6
名
 

※
締
 

切
 
9
月
幼
日
 

※
入
賞
作
品
発
表
 

10
 

月
下
旬
 

※
応
募
・
間
合
せ
先
 

〒
七
一
六
ー
〇
一
一
 

岡
山
県
川
上
郡
川
上
町
 

地
頭
1
8
1
9

の
1
 

「
吉
備
川
上
 

漫
画
グ
ラ
ン
プ
リ
」
係
 

容
0
8
6
6
拠
2
2
0
0
 

「
お
詫
び
と
訂
正
」
 

6
月
号
「
町
議
会
正
・
副
議
 

長
、
新
常
任
委
員
決
ま
る
」
の
 

記
事
中
、
老
人
憩
い
の
家
運
営
 

委
員
会
委
員
「
市
丸
定
竹
」
さ
ん
 

は
、
「
市
丸
定
行
」
さ
ん
の
誤
り
 

で
し
た
。
 

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
 

【
お
ね
が
い
】
 

野
犬
捕
獲
器
が
仕
掛
け
て
い
 

た
場
所
か
ら
な
く
な
り
、
困
っ
 

て
い
ま
す
。
見
か
け
た
場
合
は
 

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
…
。
 

☆

 
一
『
纏
な
一
鷺
お
舞
難
外
一
の
一
方
で
広
報
『
白
一
一
舞
『
一
ま
一
」
貧
『
薯
蒼
購
読
舞
た
『
い
太
一
が
i
i
範
疹
i
i
つ
一
一
簿
や
『
嫡
鷺
編
た
一
疹
愛
企
画
開
発
課
蒸
報
ま
一
護
蒸
連
絡
餐
懲
i
i
い
 

・・凸ロパ 


